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そもそも関節可動域制限とは？
関節の動きに関与する組織の病変により 

関節可動域が狭くなった状態 

つまり、関節組織に起こる病変へのアプローチが 
関節可動域制限を予防するためには必要‼
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⑦滑膜



制限になっているものとは？



関節可動域制限評価とは？
今日学んでアプローチのためにどんな評価が必要だと思いますか？

①関節の可動域 
②制限になっている関節の動きに関与するものとは？

1. 筋収縮に影響するもの：痙性・スパズム・防御性収縮 
2. 皮膚・筋・靭帯・腱・関節

③不動の原因となる疾患評価
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関節可動域制限評価の考え方

部位名 運動方向 参考可動域 基本軸 運動軸 注意点

肩関節 屈曲 180
肩峰を通る
床への垂直
線

上腕骨

前腕は回内
位とする。
体幹が動か
ないように
固定する

＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞
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関節可動域制限評価の考え方
＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞

何を考えて動かすのか？ 
1. 痙性・スパズム・防御性収縮 
2. 皮膚・筋 
①・②どちらを感じていますか？

① ②



関節可動域制限評価の考え方
＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞

上腕骨に付く筋肉は？



関節可動域制限評価の考え方
＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞

上腕骨に付く筋肉：肩の可動域に関与する筋
小結節 
・肩甲下筋 

小結節稜 
・肩甲下筋 
・広背筋 
・大円筋 

大結節 
・棘上筋 
・棘下筋 
・小円筋 

大結節稜 
・大胸筋 

上腕骨体 
・三角筋：三角筋粗面（上腕骨体のほぼ中央部外側前面） 
・上腕筋：上腕骨前面で三角筋停止部下方 
・烏口腕筋：上腕骨内側面中央部で小結節稜の延長線上 
・上腕三頭筋外側頭：上腕骨後面橈骨神経溝上外側方 
・上腕三頭筋内側頭：上腕骨後面橈骨神経溝下内側方 
・腕橈骨筋：上腕骨外側縁下部 
・長橈側手根伸筋：上腕骨外側縁で腕橈骨筋停止部の下方） 
内側上顆 
・肘関節筋 
・円回内筋（上腕頭） 
・橈側手根屈筋 
・長掌筋 
・浅指屈筋（上腕頭） 
・尺側手根屈筋（上腕頭） 

外側上顆 
・長橈側手根伸筋 
・短橈側手根伸筋 
・総指伸筋 
・小指伸筋 
・尺側手根伸筋（上腕頭） 
・肘筋・回外筋 



関節可動域制限評価の考え方
＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞
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関節可動域制限評価の考え方
＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞

肩甲骨に付く筋肉：肩関節に関与する筋

上角 
・肩甲挙筋 
・前鋸筋 
・上縁 
・肩甲舌骨筋 
外側角 
・上腕二頭筋長頭：関節上結節 
・上腕三頭筋長頭：関節下結節 
外側縁 
・小円筋 
・大円筋 

下角 
・前鋸筋 
・大円筋 
・広背筋 
内側縁 
・大菱形筋 
・小菱形筋 
・肩甲挙筋 
・前鋸筋 
肩甲棘 
・僧帽筋 
・三角筋 

肩峰 
・僧帽筋 
・三角筋 
棘上窩 
・棘上筋 
棘下窩 
・棘下筋 
烏口突起 
・肩甲舌骨筋 
・烏口腕筋 
・上腕二頭筋短頭 
・小胸筋 



肩関節屈曲に制限を及ぼす筋肉

屈曲 
外転制限

伸展 
内転制限

外側縁 
・小円筋 
・大円筋 
下角 
・前鋸筋 
・大円筋 
・広背筋 
肩甲棘 
・僧帽筋 
・三角筋 
棘下窩 
・棘下筋 



肩関節屈曲に制限を及ぼす筋肉
外側縁 
・小円筋 
・大円筋 
下角 
・前鋸筋 
・大円筋 
・広背筋 
肩甲棘 
・僧帽筋 
・三角筋 
棘下窩 
・棘下筋 

何を考えて動かすのか？ 
1. 痙性・スパズム・防御性収縮 
2. 皮膚性拘縮・筋性拘縮（不動） 

どちらだと思いますか？

運動麻痺に伴う 
不動が原因で 
筋・皮膚短縮 

↓ 
筋性拘縮 
皮膚性拘縮が 
起こってくる



筋性の拘縮が起こる原理とは？



筋性の拘縮が起こる原理とは？

💥

上位運動ニューロン障害

運動麻痺・異常筋緊張



関節可動域の評価とアプローチ
肩関節の屈曲制限はどんな評価をしますか？



関節可動域の評価とアプローチ
外側縁 
・小円筋→肩関節外旋，水平伸展  
・大円筋→肩関節伸展，内転，内旋  
下角 
・前鋸筋 
・大円筋 
・広背筋→肩関節内転、伸展、内旋 

肩甲棘 
・僧帽筋 
・三角筋→肩関節伸展，水平伸展  
棘下窩 
・棘下筋→肩関節外旋，水平伸展  

どんな評価とアプローチが必要ですか？  



関節可動域の評価とアプローチ
評価とアプローチのポイント 
①肩屈曲時の制限が外側縁・下角・肩甲棘・棘下窩の 
どこに抵抗感があるのかを評価する  

②筋の不動を抑制する為に肩の 
伸展・内転・内旋・外旋練習が必修である。 



関節可動域の評価とアプローチ
評価とアプローチのポイント 
①肩屈曲時の制限が外側縁・下角・肩甲棘・棘下窩の 
どこに抵抗感があるのかを評価する  

②筋の不動を抑制する為に肩の 
伸展・内転・内旋・外旋練習が必修である。 

肩関節の屈曲は肩甲骨と上腕骨だけの関係か？



そもそも関節可動域制限とは？
関節の動きに関与する組織の病変により 

関節可動域が狭くなった状態 

つまり、関節組織に起こる病変へのアプローチが 
関節可動域制限を予防するためには必要‼



＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞

関節可動域の評価とアプローチ



＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞

① 上腕骨と肩甲骨（肩甲上腕関節・肩峰下関節） 
② 肩甲骨と鎖骨（肩鎖関節） 
③ 鎖骨と胸骨（胸鎖関節） 
④ 胸骨と肋骨（胸肋関節） 
⑤ 肩甲骨と肋骨（肩甲胸郭関節） 
⑥ 肋骨と脊椎（肋椎関節） 
⑦ 脊椎と脊椎（脊椎関節） 

関節可動域の評価とアプローチ



① 上腕骨と肩甲骨（肩甲上腕関節・肩峰下関節） 
② 肩甲骨と鎖骨（肩鎖関節） 
③ 鎖骨と胸骨（胸鎖関節） 
④ 胸骨と肋骨（胸肋関節） 
⑤ 肩甲骨と肋骨（肩甲胸郭関節） 
⑥ 肋骨と脊椎（肋椎関節） 
⑦ 脊椎と脊椎（脊椎関節） 

各関節を固定することで 
どの関節に問題があるか 

見えてくる

＜肩関節の可動域制限評価ってどうやってますか？＞

関節可動域の評価とアプローチ



どうすればいいのか？






